
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松市博物館情報 
 Hamamatsu  City  History  Museum News 

 
 

2022 . 2 .15 

No.348 

 

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
当
館
と
豊
橋
市

自
然
史
博
物
館
で
は
、
相
互
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
干
支
に
ち
な
ん
だ
収
蔵
資
料
を
巡
回
展
示
す

る
「
干
支
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

本
年
は
寅
年
で
す
の
で
、
ト
ラ
に
関
す
る
資
料
の

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
ト
ラ
に
ま
つ
わ

る
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
、
野
生
の
ト
ラ
の
生
息
域
は
、
ロ
シ
ア
東
部
、

東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
周
辺
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二

十
世
紀
の
初
頭
に
は
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
の
一
部
、

カ
ス
ピ
海
沿
岸
ま
で
も
広
く
ア
ジ
ア
地
域
に
生
息

域
が
及
ん
で
い
ま
し
た
。 

ト
ラ
は
、
毛
皮
利
用
や
、
内
臓
・
骨
が
漢
方
薬
と

し
て
需
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
狩
猟
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
一
九
七
五
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
に
よ
っ
て

絶
滅
危
機
に
瀕
す
る
動
物
の
取
引
が
規
制
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
も
ト
ラ
の
密
猟
は
無
く
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
森
林
開
発
が
進
み
、
ト
ラ
の
生
息
可
能

な
環
境
が
狭
ま
り
、
個
体
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
、
野
生
の
ト
ラ
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
浜
松
市
動
物
園
で

ア
ム
ー
ル
ト
ラ
が
飼
育
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ト
ラ
の

生
態
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

実
は
、
太
古
の
日
本
に
も
ト
ラ
が
生
息
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
各
地
で
ト
ラ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
が
で
き
ま
す
。 

今
か
ら
お
よ
そ
四
十
万
年
か
ら
二
万
年
前
の
氷

期
に
は
、
日
本
列
島
と
大
陸
が
陸
続
き
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
時
期
に
ト
ラ
が
日
本
列
島
へ
渡
っ
て
来
ま

し
た
。 

浜
松
市
内
で
も
、
浜
北
区
根
堅
（
根
堅
遺
跡
）
や

北
区
引
佐
町
花
平
谷
下
（
や
げ
）
の
石
灰
岩
採
石
場

で
ト
ラ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
根
堅
遺

跡
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
ト
ラ
の
頭
骨
は
残
存
状

況
が
よ
く
、
鋭
い
牙
を
持
つ
大
型
の
ネ
コ
科
の
動
物

ら
し
い
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。 

年
代
測
定
の
結
果
、
ト
ラ
の
化
石
は
、
約
一
万
八

千
年
前
と
判
明
し
ま
し
た
。 

根
堅
の
同
じ
地
層
か
ら
は
、
ヒ
ト
の
化
石
骨
（
浜

北
下
層
人
骨
）
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
旧
石
器
時
代

に
日
本
列
島
で
人
類
と
ト
ラ
が
遭
遇
し
た
可
能
性

も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
出
土
例
の
少
な
い
ト
ラ
の
化
石
が
、
根
堅

か
ら
は
八
頭
分
発
見
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い

事
実
で
す
。 

 

現
在
、
根
堅
で
発
見
さ
れ
た
ト
ラ
の
化
石
は
群
馬

県
立
自
然
史
博
物
館
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

複
製
品
の
一
部
は
、
当
館
の
分
館
で
あ
る
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
浜
北
（
浜
北
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
で
常

設
展
示
し
て
い
ま
す
。 

小
展
示 

干
支
展
「
寅
」 

・
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
浜
北 

三
月
六
日
（
日
）
ま
で 

・
浜
松
市
博
物
館 

三
月
十
五
日
（
火
）
～
五
月
八
日
（
日
） 

 

トラ頭骨の化石（根堅遺跡・複製品） 

市民ミュージアム浜北所蔵 

浜
松
に
も
野
生
の
ト
ラ
が
い
た 



 

 

★小展示 

「古墳へでかけよう！～浜松の横穴式石室～」 

３月５日(土)～５月８日(日) 

 市内で見学できる横穴式石室や出土品、近年の 

発掘調査成果などを紹介します。 

 

☆ギャラリートーク 

３月６日(日)・４月２日(土) 

いずれの日も 10：30～11：00 

 

☆第 2 回 はまはく講座 

「浜松の横穴式石室を語る」 

   日  時：４月９日(土)10：00～12：00 

   講  師：鈴木一有（浜松市文化財課課長） 

   申込方法：2 月26 日(土)～3 月21 日(月)の間に 

当館 HP の申込フォームまたは往復 

はがきで（定員 40人、多数の場合は抽選） 

 

★小展示「干支展 寅」 

３月15 日(火)～５月８日(日) 

 令和４年の干支「寅」にちな 

んだ資料を紹介します。 

 

★春休み体験館 

 ３月23 日(水)～３月31 日(木) 

 

 ★桜まつり 

 ３月26 日(土)・27 日(日) 

 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 

日 時：3 月12 日(土)、４月９日(土) 

14：00 から 30 分程度 

会 場：蜆塚公園内旧高山家住宅 

 参加費：無料 ※事前申込み不要 
 

 
左から 

ホームページ 

ツイッター 

インスタグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

催し物のご案内 

浜松市博物館   開館時間：9時～17時     2～4月の休館日：2/21,24,28,3/3,4,7,14,22,4/4,11 

〒432-8018  浜松市中区蜆塚四丁目 22番 1 号    電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275 
Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp     ＨＰ：http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/  

 

【博物館所蔵資料の紹介】 

蜆塚古墳群（中区蜆塚四丁目）の副葬品 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松市博物館が所在する蜆塚公園内では、縄文時

代の国指定史跡「蜆塚遺跡」のほか、古墳３基が発

見されており「蜆塚古墳群」と名付けられています。 

昭和 57年（1982）の発掘調査では、6世紀末

～7世紀初頭頃の横穴式石室を埋葬施設とする古墳

（１～３号墳）が確認され、1号墳からは金銅装（鉄

地に金メッキした銅板をかぶせた）馬具をはじめ、

刀、鉄
てつ

鏃
ぞく

などの副葬品が出土しています。 

馬具のうち、花形の鏡板
かがみいた

（轡
くつわ

の両端につける金

具）と杏
ぎょう

葉
よう

（革帯にぶら下げた飾り金具）には、

15～17個の円形の透かし彫りが施されています。

その製作については仏教美術との関わりが考えら

れており、金工技術の高さとともに仏教が広まって

いく当時の時代背景をうかがうことができます。 

 このような優れた品が出土される古墳は、三方原

台地南部において蜆塚 1 号墳以外には存在しない

ことから、当時の地域でもかなりの有力者が葬られ

ていたと推定できます。 

蜆塚古墳群出土資料の一部は、小展示「古墳へで

かけよう！～浜松の横穴式石室～」（詳細は右側参

照）で展示しますので、ぜひご覧ください。 

 

新型コロナウイルス感染予防対策として、ご来館の皆様に 

以下のことをお願いしています。 

・マスクの着用 ・館内での会話は控えめに 

・同行者以外との距離をあける 

※体調がすぐれない場合は来館をご遠慮ください。 

※各イベントの内容、定員、参加費などの詳細は、 

 ホームページ、SNS でご確認ください。 

※イベントは、変更、中止になる場合があります。 


